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小噺
ば な し

・落語入門サロン 
■ 前 座 （今日の話題・話のネタ） 全日本シニア社会人落語会 

落語歳時記シリーズ  

弥生（３月）の落語 「大安売り」 
相撲取りに声を掛けると、大阪へ行っていたと言う。成績を尋ねると、 

「勝ったり負けたりでごわす」 

「謙虚でいいね。初日は」「押し出しで負けました」 

「二日目は」「うっちゃりで負けました」 

「三日目は」「はたき込みで負けました」 

 順に聞いて行くと、全部負けで、 

「じゃあ、千秋楽は」「ついでに負けました」 

「お前、勝ったり負けたりと言ったじゃないか」 

「相手が勝ったり、こっちが負けたり」「そんなに弱くてどうするんだい」 

「わしも一度は廃業を考えましたが、再起をかけて『大安売』と改名して、 

もう一度やり直すことにしました」 

「偉い……でも、大安売ってのはどういう訳だい」 

「こうなったら誰にでもどんどん負けてやります」 

 

■ 二つ目 （小咄の稽古）   

 小ばなしの話し方の基本 
① 大きな声で話す プロとアマチュアの違いは「声の大きさ」 

  
この後皆さまの「小ばなし」披露 

■ 大喜利  

今回も 謎かけ で、お題は「桜」「卒業」 

次回は2026年４月６日（月）  

次回のなぞかけのお題は「すみれ」「タケノコ」 

第 130回 

 

 


